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館蔵特殊コレクション摘報 1
寧斎文庫・下村文庫
早稲田大学図書館の蔵書 130万冊のうち、
約 15万冊が特殊コレクションとしての文庫扱
いとなっている。現在 26にのぼる乙れらの各
種文庫は、内外の貴重な文献を含み、それぞれ
の分野で特長のあるコレクションである。
館蔵資料についての認識の一助にと考え と
寧斎文 庫
l 分類 イ9
2 収蔵数 635部 5159冊
3 目録等
(1) 印刷目録:早稲田大学図書館和漢図書分
類目録 1:総類之部 昭和 9年 3月末現在
p . 2 44~264 
(2) その他:和漢書書名目録(カード)
4 収蔵(設置〉年とその経緯
明治38年秋
野口寧斎の死後その蔵書の散供を憂い、
弟・島文次郎(京都帝国大学附属図書館
長 ・関西文庫協会主幹)によって本館に
全蔵書が寄贈された。
参照、早稲田学報 125号明38・11
5 収書の特徴
漢詩文集を主体とし、その外書画 ・金石
・地誌等の漢籍を収めるが、特lζ清代詩
文集がよく集められている点に特色があ
る。
12 
6 収集者
野口寧斎 :通称一太郎、長崎県生、慶応
3年 (1867)3月25日生、 明治 38年
(1905) 5月12日没。 話集学者野口松陽
の子、漢詩人。長く宿病lζ苦しみながら
も筆を絶っと となく、明治23年森楓南に
より漢詩人結社 ・星社結成と同時に有力
な同人として社中lζ参じて活躍し、絢燭
の想、を縦横lζ発揮、綱島梁川 ・横瀬夜雨
と共lζ三大病詩人として一代の鬼才をう
たわれたが、 38歳の若さで急死した。
明治36年 1月詩誌「百花欄」を干Ij行、彼
の死により29集を以て廃刊となった。著
書として「門出小草Jr三体評釈Jr大
簸余光Jr少年誌話Jr征露宣戦歌」
「開春詩記」等がある。
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れらを「ふみくら 」誌上をかりで、逐次紹介す
るζ とにした。
本稿の調査 ・執筆は文献複写係・渡部輝子で
ある。
なお、 2 7番目の文庫として近く土岐善麿先
生の旧蔵書が加えられるととになっている。
下村文庫
1 分類 イ12
2 収蔵数 93部 2846冊
3 目録等
(1) 印刷目録:早稲田大学図書館和漢図書分
類目録] :総類之部昭和 9年3月末
現在 p.264~26 7 
(2) その他:利漢書書名目録 (カード)
4 収蔵(設置〉年とその経緯
明治43年初冬 (10月)
大丸呉服庖主下村正太郎が家政整理のた
め同家襲蔵の什宝類を売却した折、父祖
手沢の典籍類の売却を惜しみ、正太郎が
商科出身の校友であり、また市島館長と
知己という縁もあって蔵書の中から特lζ
残すべきものを選んで本館に寄贈、下村
文庫とした。
参照早稲田学報 ]91号明 44・1
5 収書の特徴
明版史書類 ・康照通志を主とし、その他
哲学-文学等の漢籍のコレクション。明
版の多いのを特色とし、明版の説斜 ・五
経大全等の貴重書を含んでいる。
]3 
6 収集者
下村家及び下村正太郎:下村家は、京都
大丸の総本家で代々呉服商を営み、中国
と長崎貿易を行なって来た旧家である。
先代には読書家が多く累代蒐集の漢籍は
高を以て数え、殊iζ明代の佳板を多く蔵
しfこ。
正太郎はその]]代目。明治]6年 (1883)
7月]日生、昭和]9年 (1944)1月6日
没。先代正太郎の長男。明治22年家督相
続と共に前名兼一郎を改め、正太郎を襲
名した。京都府立第 1中学校卒業後、明
治40年 7月まで早稲田大学大学部商科K
学び、同年8月より大丸呉服庖主として
家業に従事い 欧米の実業界を視察した。
帰朝後営業方針を改め明治41年lとは株式
会社大丸呉服庖を創立、取締役社長に就
任 し、 のち会長と実業界に活躍した。
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